
平成30年度事業計画及び

収支予算の概要

血液事業特別会計



項 目 目 標
これまでの

取り組み
今後の方向性・課題

献血者の安定的確保
若年層の協力基盤を
構築する

• 対象年齢にあわせ
た普及啓発

• 都道府県別の若年
層目標数の設定

• 献血予約率を向上さ
せるシステムの導入

• 将来の必要献血者
数の推計

血液製剤の安全性向上
輸血による副作用を低
減・軽減する

• 新たな感染症対策

• 新規製剤（置換血小
板）の検討

• HEV等の検査項目の
追加

• 新規製剤（置換血小
板）の導入

事業改善の推進
必要とする血液量を効
率的に確保する

• 400mL献血率等の
事業目標値を目指し
た採血効率の向上

• カイゼン活動の風土
化

• あらゆる業務の棚卸
と見直し

健全な財政の継続
血液の需要漸減（収益
減少）に対応した財政
基盤を構築する

• 各種費用の削減
• 施設整備の延期・凍

結

• 財政状況を踏まえた
新たな施設整備計
画の策定

１．平成29年度 主な取り組みと課題



２．平成30年度事業計画の方針

・将来の献血者層となる若年層の啓発を推進する。
・血液製剤の安全性向上に取り組む。
・採血から供給に至る事業効率を改善する。

・少子化による若年層人口の減少
・輸血の安全性向上へのさらなる期待

（１）献血者の安定的確保

（２）血液製剤の安全性向上

（３）事業改善の推進

（４）健全な財政の継続



３．平成30年度の事業概要

640万本

220万本

903万本

114万リットル

327万人

139万人

11万人

赤血球製剤

血漿製剤

血小板製剤

原料血漿

医療機関血液センター献血者
400mL献血

成分献血

200mL献血
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血液の検査・
製造・供給

・検査拠点 8ヵ所

・製造拠点 12ヵ所

・供給拠点 103カ所

事業所・学校、
献血ルーム等で
の受入れ

・献血バス 288台

・献血ルーム 146カ所

Ὤ ᵊ −

477万人のみなさまに献血のご協力をいただき、

1,764万本の輸血用血液製剤を医療機関にお届けします。

計477万人

拠点数は平成29年12月31日現在

計1,764万本

製剤本数は200mL献血由来を1本とした換算数



４．各施策の取り組み

（１）献血者の安定的確保

• 医療機関の需要に見合った血液量を過不足なく確保する。

• 400mL献血、成分献血を中心に、平成29年度より２万人増の

477万人を計画している。
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献血者の年齢構成

• 人口動態の推移等により、若年層が減少し、中心層の年齢が

高くなる傾向にある。

• 将来の安定的な血液確保のために、若年層の協力基盤を強化

する。
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若年層の協力基盤強化に向けた取り組み

É小・中・高校における献血セミナー

É高校献血の推進

10
代

É大学、専門学校献血の推進

É学生ボランティアによる献血セミナー

20
代

É企業における社員研修や社内広報
による情報提供の実施

30
代

安
定
的
な
献
血
者
確
保

目標及び
成果

年代別の取り組みキャンペーン、イベント展開

都道府県別に年代別目標数を定め、進捗管理



• 安全性については、問診、核酸増幅検査（NAT）等により、輸血

によるウイルス感染を含む副作用発生を限りなく低減している。

• 輸血患者は年間約100万人と推計されるが、B型肝炎ウイルス

（HBV）やE型肝炎ウイルス（HEV）の輸血による感染が年間数件

発生※している。
βHBV│ ─ ─ ⌐╟╢

• 平成30年度は、全国的な検査を

実施していないE型肝炎ウイルス

（HEV）対策の準備を進める。

（２）血液製剤の安全性向上
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（３）事業改善の推進
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• 全部門において、事業の効率性を追求する取り組みを進める。



≤∆╢ ╩ ⌐

• 献血には、ご協力いただく方の健康を考え、年齢・体重等で採

血量を定めているが、400mL献血率の向上等、基準内で適正

かつ効率的に血液量を確保する取り組みを進めている。

• また、献血受入設備（献血ルーム、移動採血車等）を最大限に活用する

ための数値指標を定め、進捗管理している。

事業改善事例①
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• 献血前には、献血申込者の健康状態を確認するために、検診

医師による問診を行っている。

• 平成29年度より、十分な確保が難しい検診医師の負担軽減等

を目的として、専門知識・技能を備えたインタビュアー（看護師等）を

育成し、検診医師を補助する体制の検討を進めてきた。

• 平成29年度に一部会場で試行した結果、適正かつ効率的な業

務が推進できたことから、来年度から実施会場を拡大する。

事業改善事例②

受 付 問診票回答 問 診 採 血

献
血
の
な
が
れ

（インタビュアーが検診医師を補助）



（４）健全な財政の継続
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収益 支出 収支差引額
（単位：億円）

• 平成27年度まで収支悪化していたが、経営改善の取り組みに

より、28年度に黒字へ転換した。

• 引き続き、安定経営に向けた取り組みを継続する。



安定経営に向けた取り組み

将来の必要投資に備えた資金を確保

＜平成30年度以降に想定される投資＞

V 次世代感染症検査システムの導入

V 築40年以上を経過した血液センターの更新（または大規模修繕）

V 血液事業情報システムの充実に向けた改修・更新

V 国民の健康増進に貢献する新たな事業の構築

• 効率的な採血の推進による経費、材料費の削減

• 職員数の適正化等による人件費の削減

• 輸送ルート等の物流体制の見直しによる経費削減 など
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平成29年度決算見込 平成30年度予算 増減額 増減率

収益的収入合計 1,600億円 → 1,615億円 15億円 0.9％

1,615億円1,600億円

その他事業収益
［ 1.5億円 → 1.4億円 ］ △ 6.7％

輸血用血液製剤供給収益
［ 1,464.7億円 → 1,464.0億円 ］ △ 0.1％

事業外収益
［ 14.9億円 → 13.6億円 ］ △ 8.7％

関連事業収益
［ 15.8億円 → 16.0億円 ］ 1.3％

原料血漿供給収益
［ 102.8億円 → 120.7億円 ］ 17.4％

５．血液事業特別会計収益的収入のあらまし
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６．血液事業特別会計収益的支出のあらまし
（億円）

人件費
［ 669.0億円 → 666.3億円 ］ △ 0.4％

材料費
［ 378.7億円 → 379.6億円 ］ 0.2％

経 費
［ 439.2億円 → 459.1億円 ］ 4.5％

事業外費用
［ 35.4億円 → 36.0億円 ］ 1.7％
関連事業費用
［ 15.9億円 → 17.4億円 ］ 9.4％
特別損失
［ 4.5億円 → 3.2億円 ］ △ 28.9％
法人税等
［ 0.04億円 → 0.06億円 ］ 50.0％

その他供給原価
［ 0.06億円 → 0.06億円 ］ －

平成29年度決算見込 平成30年度予算 増減額 増減率

収益的支出合計 1,553億円 →     1,577億円 24億円 1.5％
収支差引額 46.9億円 →       38.0億円 △8.9億円

1,553億円 1,577億円

期末たな卸調整額
［ 9.9億円 → 16.0億円 ］ 61.6％



借入金等償還
３億円

固定資産支出
95億円

98億円

補助金等
７億円

自己資金
91億円

98億円

固定資産支出

７．血液事業特別会計資本的収支のあらまし

内 容 金 額

血液センターの施設整備・改修 35億円

成分採血装置、全血採血装置、血液保冷庫等の機械整備 31億円

移動採血車、献血運搬車等の車両整備 10億円

血液事業情報システム改修・データセンター更新、複数回献血クラブシステム改修、
全社統合情報システム構築、造血幹細胞移植支援システム構築 等 19億円

【平成30年度収入】 【平成30年度支出】


